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化学反応は自発的にどちらに進むか？















化学反応の自由エネルギー変化

























電池と電気化学



電池を発明したのは誰？

1800年、イタリアのボルタ
 （1745-1827）が考案した。

この功績により、ナポレオン
 から伯爵位を授けられた。



ボルタの電池

負極
 

Zn Zn2+ + 2e-

正極
 

2H+ + 2e- H2↑

原理
ボルタの電堆

ボルタからファラデーへの贈り物



ダニエルとファラデー
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ダニエル電池（1838年）
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ファラデーが導入した
 

電気化学の用語

• Ion イオン（ラテン語の「行く」「移動する」の意味）

• Anion 陰イオン

• Cation 陽イオン

• Electrode 電極

• Electrolyse 電気分解する

• Electrolysis 電気分解

• Electrolyte 電解質

• Anode 陽極

• Cathode 陰極



水の電気分解



ファラデーの電気分解の法則
 （１８３３－１８３６）

The first Law in his own word says that 
‘Chemical action or decomposing 
power is exactly proportional to the 
quantity of electricity which passes.’

The second Law also states that 
‘Electrochemical equivalents coincide 
and are the same with ordinary 
chemical equivalents.’



水 水素 + 酸素 2H2 O 2H2+O2

水の電気分解
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メタン

メタンの改質反応 CH4 + 2H2 O →
 

4H2 + CO2

燃料電池の原理
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化学反応の起こり方













電気的な仕事
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